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金沢美術工芸大学 紀要 No.60 2016
青森県指定有形民俗文化財（つぎはぎ ドンジャ12）
青森県指定有形民俗文化財(津軽こぎん アバこぎん)
青森県指定有形民俗文化財（南部菱刺し 前だれ）
に遠慮して、若さの象徴である白糸の模様を藍で染めたこ
ぎん。着古されて白糸が汚れて来ると再び全体を染めた
もの。「染めこぎん」とも言う。
４ 股引。保温、補強、装飾をしているのは全国的にも類をみ
なく、岩手南部地方だけである。
５ 八戸に2011年２月にオープンした施設で、地域資源を活か
した事業を行い、人が集いコミュニケーションの場、地域
文化に触れられる場を提供し、まちを元気にする活動をサ
ポートしている。事業は４つ展開しており、中心市街地賑
わい創出事業、文化芸術振興事業、ものづくり振事業、観
光振興・フィールドミュージアム推進事業である。
６ もともとは麻を裂き、糸として紡ぎ織り上げたものを言
い、裂織を示す。
７ 手織機の一つで、居座機ともいい、原始的な構造で、地面
に平行に経糸を張った機。経糸の一端が織手の腰に回し
た腰当てに接続されているため、経糸の張り具合を調整で
きるという利点があり、慣れると緯糸の織り込みをかたく
まで打ち込め、独特の地合の織物を織ることができる。し
かし、使いこなすには熟練が必要である。
８ 藍の葉を十分に発酵させて作った黒褐色で土塊状になっ
ている植物染料、保存がきく。漢字は蒅と書く。
９ 別名地獄建てとも言い、麸や貝灰、石灰、木灰など自然素
材の助剤だけで藍を建て、染色可能な状態にする。
10 下着であり、汗を吸収し、通気性が良く、武士が愛用して
いた。汗をはじくところからきている。
11 青森県下北郡川内町生まれ。民俗学者・民俗民具研究家・
著述家。二十代の頃より、下北アイヌの調査や縄文遺跡の
発掘を行う。その後、民族学の分野まで調査対象を広げ、
江戸～昭和に至る衣服や民具の集収・保存を行う。寺山修
司、黒澤明監督などの映画の衣装を提供。日本民具学会理
事、国立民族学博物館国内調査委員、青森ねぷた祭奨励委
員会、財団法人稽古館館長などを歴任。1983年に、紺綬褒
章受賞。2009年、アミューズミュージアム名誉館長に就
任。2013年３月５日、79歳没。
12 古手木綿布を幾重にも継ぎ足し、縫い合わせている仕事着
や夜着。
参考文献
『図解染織技術事典』監修：柚木沙弥郎、著：田中清香、土肥悦
子、理工学社、1990年
『新装版 染織事典』編者：中江克己、泰流社、1993年
『津軽こぎんと刺し子 はたらき着は美しい』発行：INAX出版、
1998年
『伝承を紡ぐ〈亀甲織〉』発行：雫石町、2005年
『布の記憶 江戸から昭和－受け継がれる用美』著：森田直、
㈱青幻舎、2011年
『裂織の本』著：八田尚子、㈱晶文社、2000年
『みちのくの古布の世界』著：田中忠三郎、河出書房新社、2009年
『重要有形民俗文化財 田中忠三郎着物コレクション 津軽・
南部のさしこ着物』編集・発行：青森県立郷土館、2012年
『基礎知識、基本と応用技法、モドコの図案を収録した決定版
津軽こぎん刺し 技法と図案集』監修：弘前こぎん研究所、
㈱誠文堂新光社、2012年
『企画展 裂織 －サグリとコタツがけ－』監修：飯田美苗、
青森市歴史民俗展示館「稽古館」、2003年
（おおたか・とおる 工芸科／染織）
（2015年10月30日 受理）
― 112 ―
現代・未来の価値観から観る東北の布の調査－中間報告Ⅱ 大高 亨
